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勝つのはどっち!?

勝つのはどっち!?

　と　のぶつかり合い!!

　と　のぶつかり合い!!



さ
つ
ま
町
消
防
本
部
の

救
急
体
制
は
？
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救
急
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搬
送
先
は
？
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※この他にも救命処置のあと、救急車で医療機関へ搬送した事例もあります。

鹿児島市内９人 薩摩川内市内４人

　
二
次
医
療
機
関
の
お
医
者
さ
ん
の
過
酷
な
勤
務
実
態
に
つ
い
て
は
、
２
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

　
薩
摩
郡
医
師
会
病
院
は
、
３
６
５
日
、
24
時
間
二
次
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を

持
つ
町
内
唯
一
の
病
院
で
す
が
、
年
々
常
勤
医
師
が
減
少
し
、
現
在
５
人
体
制
で
の

過
酷
な
勤
務
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
維
持

が
限
界
に
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
直
医
師
は
、
当
直
明
け
の
日
も
通
常
の
診
療
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
時
に
は
ほ
と
ん
ど
仮
眠
で
き
な
い
ま
ま
32
時
間
の
連
続
勤
務
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
薩
摩
郡
医
師
会
病
院
を
主
な
搬
送
先
と
し
て
い
る
、
さ
つ
ま

町
消
防
本
部
の
救
急
業
務
の
実
態
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■表紙の写真説明

３月号　目 次

２広報さつま３ 広報さつま

第８回 さつま町

　　　　綱引選手権大会

　子どもから大人まで一本の綱を

一生懸命引く姿に、多くの声援が

送られました。（関連記事Ｐ10）

優勝したチームきららの皆さん

２　シリーズ　地域医療№３

　　教えて!!地域医療の実態

５　津波警報が変わります

21　まちの歴史探訪

22　がんばれスポーツ少年団

13　交通災害共済の申込みが始

　　まります

14　経営所得安定対策へ名称が

　　変わります

６　まちのニュース

15　川内川激特

　　鶴田ダム再開発速報

18　くらしの情報

16　ためになるお口のお話

　　保健師だより

24　人・夢

　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ

　　１歳で～す

勤務交替時引き継ぎの様子

　

　

さ
つ
ま
町
全
域
を
管
轄
と
す
る
さ
つ

ま
町
消
防
本
部
・
消
防
署
は
、
日
勤
者

７
人
、
24
時
間
交
替
の
消
防
隊
員
29
人

と
通
信
指
令
係
員
６
人
、
合
計
42
人

（
う
ち
救
急
救
命
士
12
人
）
で
消
防
・

救
急
・
救
助
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
高
規
格
救
急
車
が
３
台

（
※
う
ち
１
台
は
予
備
車
）
配
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　　

左
の
グ
ラ
フ
は
さ
つ
ま
町
の
人
口
と

救
急
件
数
の
推
移
で
す
が
、
人
口
は

年
々
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

救
急
の
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　　

平
成
24
年
は
１
，
０
５
３
件
に
出
動

し
、
９
７
３
人
を
医
療
機
関
へ
搬
送
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
５
９
８
人
（
約
61

％
）
を
さ
つ
ま
町
内
の
医
療
機
関
へ
搬

送
し
て
い
ま
す
。
主
な
搬
送
先
は
薩
摩

郡
医
師
会
病
院
で
４
３
５
人
を
搬
送
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
３
７
５
人
（
約

39
％
）
は
さ
つ
ま
町
外
の
医
療
機
関
へ

搬
送
し
て
い
ま
す
。

　

町
外
の
主
な
搬
送
先
は
、
薩
摩
川
内

市
内
や
鹿
児
島
市
内
な
ど
で
す
が
、
町

外
医
療
機
関
へ
の
搬
送
件
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
7
年
前
（
平
成
17
年
）

と
比
較
す
る
と
約
14
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
休
日
・
夜
間
は
、
2
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
二
次
医
療
機
関
で
あ
る
薩

摩
郡
医
師
会
病
院
の
当
直
体
制
等
の
関

係
で
、
町
外
へ
の
搬
送
が
多
く
な
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
薩
摩
郡
医
師

会
病
院
の
医
師
が
さ
ら
に
減
少
す
る
と
、

昼
間
帯
で
も
町
外
へ
搬
送
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
重
症
の
傷
病
者
に
対
し
て
は
、

通
報
内
容
や
救
急
隊
の
判
断
で
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
要
請
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
中
は
27
回
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

要
請
し
、
13
人
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬

送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
９

人
が
鹿
児
島
市
内
の
医
療
機
関
へ
搬
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
重
症
と
思
わ
れ
る
傷

病
者
は
、
町
内
や
薩
摩
川
内
市
の
医
療

機
関
を
飛
び
越
え
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

や
救
急
車
に
よ
り
鹿
児
島
市
内
の
医
療

機
関
へ
搬
送
す
る
こ
と
が
今
後
増
え
て

く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

シリーズ　地域医療№３ ～
地
域
医
療
は
守
れ
る
か
？
～

教
え
て
!! 
地
域
医
療
の
実
態

　
６
割
は
町
内
の
医
療
機
関
へ
、
４

割
は
町
外
（
薩
摩
川
内
市
や
鹿
児
島

市
）
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。

写真は2011年12月に開催されたドクターヘリとの連携訓練の様子

写真はイメージです



救急出動１件あたりの平均活動時間

60分

65分

70分

75分

80分

Ｈ17年 Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 Ｈ22年 Ｈ23年 Ｈ24年

こうしたケースで
　　　救急車が呼ばれました

～本当に必要か考えてみましょう～

○どこの病院へ行けばよいかわからないから

○救急車で行った方が早く診察してもらえると思ったから

○今日、診察の予約をしているから

○病院でもらった薬がなくなったから

○自家用車がないから

○タクシーだとお金がかかるから　　など…津波警報改善 検索

津波から命を守るためには、
●強い揺れ、弱くてもゆっくりとした長い揺れを感じたら
●揺れがなくても、津波警報を見聞きしたら
　
津波警報等の変更内容等について、詳しくは気象庁ホームページをご覧ください。
お問い合わせ先：鹿児島地方気象台防災業務課　　☎ 099-250-9919

すぐに避難！

４広報さつま５ 広報さつま

シリーズ　地域医療№３

●マグニチュード８を超える巨大地震の場合は、その海域における最大級の津波を想定して、大津波警報
や津波警報を発表します。このとき、予想される津波の高さを、「巨大」、「高い」という言葉で発表
して非常事態であることを伝えます。「巨大」という言葉を見たり聞いたりしたら、東日本大震災クラ

スの津波が来ると思って、ただちにより高い場所に避難しましょう！

●大津波警報や津波警報が発表されている時には、観測された津波の高さを見て、これが最大だと誤解し
ないように、津波の高さを数値で表さずに「観測中」と発表する場合があります。「観測中」と発表さ

れたら、これから高い津波が来ると考えて警戒を続けましょう！

　気象庁では、平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震による津波被害の甚大さ
を考慮して、津波警報等の改善に向けた検討を行い、平成25年３月７日12時より新
しい発表基準や情報文による津波警報等の運用を開始します。

予想される津波の高さ

とるべき行動
高さの区分

数値での

発表

巨大地震の

場合の表現

10ｍ～ 10ｍ超

巨大５ｍ～10ｍ 10ｍ　

３ｍ～５ｍ ５ｍ　

１ｍ～３ｍ ３ｍ　 高い

20㎝～１ｍ １ｍ　 （表記しない）

大津波警報

津波警報

津波注意報

　さつま警察署からのお願いです。
　本年に入りまして、１月27日と28日に連続して
２件の交通死亡事故が発生し、２名の方がお亡くな
りになる等、まさに危機的状況にあります。また、
直後に隣接署の出水市等でも交通死亡事故が続発し、北薩地区交通
死亡事故多発警報が発令され、警察としましても、パトカーや白バ
イによる街頭監視活動や取締りを強化しているところであります。
　皆さんにお願いしたいのは、①運転にはゆとりを持ち、安全速度

を守り、②無理な追い越しや追い上げは絶対にせず、③夕暮れ時は早めのライト点灯、通常走
行時は原則上向きライトを点灯し、④交差点での左右の安全確認を徹底していただきたいとい
うことです。一人ひとりが交通ルール、マナーを守り、絶対にこれ以上悲惨な交通事故を起
こさないという強い気持ちを持って、家族を含めた交通安全にご協力をお願いいたします。

　

近
年
、
町
外
の
医
療
機
関
へ
の
搬
送

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
１
件

あ
た
り
の
活
動
時
間
も
延
長
し
、
平
成

17
年
と
平
成
24
年
を
比
較
す
る
と
約
15

分
延
長
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
で
町
外

の
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
と
、
薩
摩
川

内
市
で
約
２
時
間
、
鹿
児
島
市
だ
と
３

時
間
以
上
救
急
車
が
不
在
と
な
る
時
間

帯
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
時
間
の
延
長

に
加
え
て
、
救
急
件
数
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
３
台
す
べ
て
の
救
急
車

が
出
動
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
事
実
、
救
急
車
が
３
台
同
時
に
出

動
す
る
こ
と
は
、
合
併
当
初
の
平
成
17

年
は
年
間
４
回
で
し
た
が
、
昨
年
（
平

成
24
年
）
は
20
回
と
５
倍
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
場
に
出
動
す
る
隊
員
は

先
で
説
明
し
た
と
お
り
29
人
い
ま
す
が
、

24
時
間
の
交
替
制
で
あ
る
た
め
、
常
時

消
防
署
に
勤
務
し
て
い
る
隊
員
数
は
９

〜
10
人
で
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
9
人

体
制
の
時
に
救
急
車
が
３
台
同
時
に
出

動
す
る
と
、
１
台
の
救
急
車
は
３
人
編

成
の
た
め
、
消
防
署
に
は
出
動
で
き
る

隊
員
が
１
人
も
居
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
す
ぐ
に
非
番
の
隊
員
を
召
集

し
ま
す
が
、
呼
び
出
さ
れ
た
隊
員
が
消

防
署
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
は
、
救
急

出
動
だ
け
で
な
く
、
火
災
や
救
助
、
そ

の
他
の
災
害
に
も
出
動
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。

　　

最
近
、
軽
い
ケ
ガ
な
ど
症
状
に
緊
急

性
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
交
通

手
段
が
な
い
」
「
ど
こ
の
病
院
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
「
便
利
だ
か

ら
」
な
ど
の
理
由
で
救
急
車
を
呼
ぶ
方

が
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
で

「
緊
急
に
病
院
に
搬
送
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
傷
病
者
の
た
め
の
も
の
で
す
。

緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
す

る
と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て

い
る
「
命
の
危
険
が
あ
る
傷
病
者
」
へ

の
対
応
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

救
急
車
や
救
急
医
療
は
『
限
り
あ
る

医
療
資
源
』
で
す
。
緊
急
性
の
な
い
ケ

ガ
や
病
気
な
ど
の
場
合
は
、
自
家
用
車

や
タ
ク
シ
ー
な
ど
救
急
車
以
外
の
交
通

機
関
を
利
用
し
、
救
急
車
の
適
正
な
利

用
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
「
冷
汗
」
「
胸
痛
」
「
顔
面
蒼
白
」

「
手
足
が
動
か
な
い
、
ろ
れ
つ
が
回
ら

な
い
」
と
い
っ
た
症
状
な
ど
、
普
段
と

様
子
が
違
う
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９

番
通
報
を
し
て
救
急
車
を
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
判
断
に
迷
う
場
合
な
ど
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
連
絡
し
て
指
示
を

仰
ぐ
か
、
さ
つ
ま
町
消
防
本
部
（
☎

52-

０
１
１
９
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

救
急
車
や
隊
員
の
数
は

足
り
て
い
る
の
？

さ
つ
ま
町
民
と
し
て

協
力
で
き
る
こ
と
は

何
で
す
か
？

Ｑ３　
救
急
車
が
３
台
同
時
出
動
す
る
と

他
の
要
請
に
対
応
で
き
な
い
た
め
、

ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
す
。

Ｑ４
　
救
急
で
な
い
場
合
は
、
自
家
用
車

や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交
通
機
関
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

平成25年３月７日から

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビルな

ど安全な場所へ避難してください。津波は繰り返し襲っ

てくるので、津波警報が解除されるまで安全な場所から

離れないでください。

海の中にいる人は、ただちに海から上がって、海岸から
離れてください。津波注意報が解除されるまで海に入っ
たり海岸に近付いたりしないでください。

津波警報・注意報等の主な変更内容

津波警報・注意報の分類と、とるべき行動

津波警報 変わります

交通安全にご協力ください

さつま警察署長

森山　慶三

参考 山崎橋周辺標高約19ｍ、川内川河口からの距離約 31 ㎞。



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

♪
♪
♪

２月９日、梅の花がきれいに咲いていました。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
春
季
キ
ャ
ン
プ

サ
ッ
カ
ー
教
室
も
開
催

み
や
ん
じ
ょ

　

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　

２
０
１
３

大
き
く
な
っ
て
ね

メ
イ
ク
＆

身
だ
し
な
み
講
習
会

き
の
こ
コ
マ
打
ち
体
験

食
育
か
ら　

　

健
康
い
き
い
き

整
備
促
進
を
要
望

６広報さつま７ 広報さつま

　
　

　

キ
ャ
ン
プ
期
間
中
は
、
選
手
た

ち
を
一
目
見
よ
う
と
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
見
学
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
に

合
わ
せ
て
、
町
と
県
が
合
同
で
激

励
式
を
開
催
し
、
特
産
の
ト
マ
ト

や
イ
チ
ゴ
、
黒
豚
、
カ
ン
パ
チ
な

ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　

県
内
で
最
も
早
い
キ
ャ
ン
プ
と

な
っ
た
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
手
倉
森

誠
監
督
は
、
「
さ
つ
ま
町
で
の
キ

ャ
ン
プ
は
縁
起
が
良
く
、
年
々
、

順
位
を
上
げ
て
い
る
。
今
季
は
リ

ー
グ
優
勝
と
と
も
に
ア
ジ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
の
タ
イ
ト
ル

を
勝
ち
取
り
、
皆
さ
ん
の
応
援
に

応
え
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
11
日
、
か
ぐ
や
姫

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
選
手

と
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と

の
ふ
れ
あ
い
の
集
い
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
パ
ス
の
つ
な
ぎ
方

な
ど
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
に
は
選
手
全

員
の
サ
イ
ン
入
り
色
紙
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
町
高
校
生
ク
ラ
ブ

育
成
連
絡
協
議
会
で
は
、
今
春
卒

業
の
３
年
生
を
対
象
に
メ
イ
ク
＆

身
だ
し
な
み
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
高
校
生
19
人

が
参
加
し
、
ま
ず
社
会
人
・
学
生

の
身
だ
し
な
み
に
つ
い
て
学
び
、

そ
の
後
、
専
門
の
講
師
の
指
導
の

も
と
男
性
は
ス
ー
ツ
の
着
こ
な
し
、

女
性
は
ス
キ
ン
ケ
ア
や
メ
イ
ク
レ

ッ
ス
ン
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
知
ら
な
い

こ
と
も
多
く
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
」
「
自
信
を
も
っ
て
新
し
い
生

活
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
さ
つ
ま
町
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
で
は
、

森
林
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
、

時
吉
地
区
の
木
の
子
の
楽
校
で

「
き
の
こ
コ
マ
打
ち
体
験
」
を
実

施
し
、
21
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
日
本
き
の
こ
セ
ン

タ
ー
の
講
師
か
ら
き
の
こ
の
栽
培

方
法
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
１
５
０

本
の
ほ
だ
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開

け
、
し
い
た
け
菌
の
コ
マ
を
打
ち

込
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
打
ち
込
ん
だ
ほ

だ
木
を
ほ
だ
場
に
並
べ
、
数
年
前

に
コ
マ
打
ち
し
て
お
い
た
ほ
だ
木

か
ら
、
き
の
こ
の
収
穫
を
行
い
ま

し
た
。

　

収
穫
し
た
き
の
こ
の
中
に
は
、

子
ど
も
の
顔
の
大
き
さ
と
同
じ
く

ら
い
の
も
の
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
と
て
も
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
で
コ
マ
打
ち
し
た

ほ
だ
木
を
自
家
栽
培
用
と
し
て
、

一
人
２
本
ず
つ
大
切
に
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

　　

１
月
27
日
、
「
み
や
ん
じ
ょ
吹

奏
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
が
、

宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

13
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
鶴

田
小
学
校
器
楽
部
、
盈
進
小
学

校
・
宮
之
城
中
学
校
・
鶴
田
中
学

校
・
薩
摩
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
を

は
じ
め
、
全
国
レ
ベ
ル
の
宮
之
城

吹
奏
楽
団
や
薩
摩
中
央
高
校
吹
奏

楽
部
と
さ
つ
ま
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
吹
奏
楽
経
験
者
も
参
加
す
る
、

幅
の
広
い
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
事
業
竣
工

を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
１
日
も
早
い
復
興

を
願
い
、
町
文
化
協
会
所
属
の
コ

ー
ラ
ス
団
体
と
吹
奏
楽
で
合
奏
を

行
い
、
被
災
者
が
勇
気
・
元
気
を

出
せ
る
よ
う
復
興
応
援
歌
を
歌
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
案
内
や
受
付
な
ど

に
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

「
ほ
た
る
」
の
メ
ン
バ
ー
に
も
お

手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
会
場
の
み
ん
な
で
唱

歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合
唱
し
、

盛
大
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
、
さ
つ
ま
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
第
８

回
さ
つ
ま
町
女
性
大
会
が
鶴
田
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
３
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

白
男
川
小
学
校
和
太
鼓
少
年
団

の
元
気
な
和
太
鼓
演
舞
の
後
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島
食
育
研
究
会
理
事

長
千
葉
し
の
ぶ
先
生
の
「
食
べ
物

に
は
ド
ラ
マ
が
あ
る
〜
心
を
育
む

食
と
農
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
子
育
て

は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。

で
も
縁
あ
っ
て
親
子
に
な
っ
た
我

が
子
の
心
に
温
か
な
食
卓
の
思
い

出
を
残
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
、
参
加
者
の
心
を
打
つ

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
、
県
庁
副
知
事
室
で
、

県
道
鶴
田
大
口
線
の
整
備
促
進
の

た
め
の
要
望
活
動
が
山
田
副
知
事

及
び
栗
原
土
木
部
長
に
対
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
道
鶴
田
大
口
線

は
、
大
口
曽
木
か
ら
鶴
田
ダ
ム
を

経
て
宮
之
城
温
泉
、
北
薩
広
域
公

園
な
ど
の
観
光
施
設
を
結
ぶ
重
要

な
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、
鶴
田

ダ
ム
の
危
機
管
理
道
路
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
幅
員

が
狭
く
、
離
合
も
困
難
な
県
道
で

あ
る
た
め
、
鹿
児
島
県
に
対
し
、

「
奥
薩
摩
」
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
の
整
備
と
、
併
せ
て
新
政

権
が
進
め
て
い
る
災
害
に
強
い
防

災
・
減
災
を
含
め
た
整
備
に
取
り

組
ん
で
頂
く
よ
う
強
く
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
国
土
交
通
省
で
、

地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横
断
道

路
」
及
び
国
道
３
２
８
号
の
整
備

促
進
、
県
道
鶴
田
大
口
線
の
整
備

促
進
の
た
め
の
要
望
活
動
が
、
松

下
新
平
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
に

対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横
断

道
路
」
に
つ
い
て
は
、
整
備
促
進

地
方
大
会
の
報
告
と
早
期
完
成
の

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
３
２
８
号
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
は
、
南
九
州
西
回

り
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
の
小
山
田
バ
イ
パ
ス
建
設

推
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
前
川

秀
和
道
路
局
長
や
鹿
児
島
県
選
出

の
国
会
議
員
等
に
対
し
て
も
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

激励式でお礼と決意の言葉を述べる手倉森監督

プロもびっくり華麗なドリブル

　

１
月
20
日
か
ら
２
月
17
日
に
か
け
て
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
４
チ
ー
ム

（
Ｊ
１
の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
、
Ｊ
２
の
愛
媛
Ｆ
Ｃ
、
カ
タ
ー
レ
富
山
、
韓

国
Ｋ
リ
ー
グ
の
水
原
三
星
ブ
ル
ー
ウ
ィ
ン
グ
ス
）
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
京
セ
ラ
・
県
立
北
薩
広
域
公
園
多
目
的
広
場
で

春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

綺麗な大人の女性に変身★

真剣にコマ打ちする子どもたち

夕食のきのこ穫ったど～！

松下国土交通大臣政務官に要望する和気副町長

講演される千葉しのぶ先生

山田副知事に要望する日髙町長

盈進小学校４年　橋口　友紀さん 流水小学校３年　小原　光莉さん

表
紙
絵
グ
ラ
ン
プ
リ

表
紙
絵
準
グ
ラ
ン
プ
リ

小学生から70歳代まで参加する幅広い演奏会になりました



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

第
３
回
か
ご
し
ま

焼
酎
を
楽
し
む
会

in
北
九
州

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
！

町
を
彩
る
さ
さ
福
か
ざ
り

第
４
回

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
さ
つ
ま
惑
交
流
大
会

徳
留
真
紀
さ
ん
　

　
　
母
校
で
講
演

大
人
へ
の
階
段
を

　
　
　
一
歩
前
進

男
た
ち
の
熱
き
戦
い

宮
之
城
初
市

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

  

Ｃ
Ｍ
出
演
の
お
礼

ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社
　

　
　
　
　
　 

表
敬
訪
問

高
齢
者
と
若
者
の

 

交
通
事
故
防
止
対
策
にさつまるちゃんも交通安全を

呼びかけました

８広報さつま９ 広報さつま

年齢を感じさせないパワフルなプレー

残さず全部食べました♪

　　　

１
月
16
日
、
北
九
州
市
小
倉
北

区
井
筒
屋
で
、
「
第
３
回
か
ご
し

ま
焼
酎
を
楽
し
む
会
in
北
九
州
」

が
開
催
さ
れ
、
北
九
州
県
人
会
の

皆
さ
ん
や
市
民
の
方
が
約
１
６
０

人
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
、
町
長
に
よ
る
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
「
観
光
・
特
産
品
の

宣
伝
」
が
行
わ
れ
、
焼
酎
蔵
元
が

地
元
焼
酎
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
薩
摩
西
郷
梅
」
や
ト

マ
ト
「
麗
容
」
及
び
キ
ン
カ
ン

「
開
運
き
ん
か
ん
」
の
試
食
、
焼

酎
原
料
当
て
ク
イ
ズ
や
抽
選
会

（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
ペ
ア
宿
泊
券
・

早
掘
り
筍
２
㎏
・
菜
箸
な
ど
）
が

行
わ
れ
、
さ
つ
ま
町
を
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
、
盈
進
小
学
校
で
半

成
人
式
が
行
わ
れ
、
４
年
生
80
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
自
分
の
成
長
に
関
わ

っ
て
き
た
家
族
、
友
達
、
先
生
と

の
関
係
を
見
つ
め
直
し
、
将
来
の

夢
に
向
か
っ
て
意
欲
を
持
っ
て
学

校
や
家
庭
で
の
生
活
を
送
ろ
う
と

す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
５
年
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
校
長
先
生
か
ら
半
成

人
証
が
授
与
さ
れ
、
児
童
は
両
親

や
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し

た
。

　

半
成
人
式
の
後
は
、
児
童
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
保
護

者
に
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

１
月
21
日
、
山
崎
小
学
校
体
育

館
で
昨
年
度
オ
ー
ト
バ
イ
の
文
部

科
学
大
臣
杯
全
日
本
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
選
手
権
Ｊ-

Ｇ
Ｐ
３
ク
ラ
ス

（
２
５
０
cc
）
で
年
間
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
な
っ
た
徳
留
真
紀
さ
ん
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
崎
小
学
校
の
児
童

や
山
崎
中
学
校
の
生
徒
及
び
地
域

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

徳
留
さ
ん
は
プ
ロ
レ
ー
サ
ー
を

目
指
し
た
き
っ
か
け
や
今
ま
で
の

経
験
な
ど
を
話
さ
れ
、
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
り
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
バ
イ

ク
の
ス
ピ
ー
ド
は
何
㎞
く
ら
い
出

せ
る
ん
で
す
か
」
、
「
値
段
は
い

く
ら
位
す
る
ん
で
す
か
」
と
い
っ

た
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
児
童
か
ら

サ
イ
ン
や
握
手
を
求
め
ら
れ
た
り

と
大
人
気
で
し
た
。

　

１
月
27
日
、
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ

ン
ド
及
び
北
薩
広
域
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
九
州

各
県
か
ら
10
チ
ー
ム
約
３
０
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雪
が
舞
い
散
る
大

変
寒
い
中
で
し
た
が
、
40
歳
か
ら

80
歳
ま
で
日
頃
の
練
習
成
果
を
十

分
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　　

２
月
７
日
、
盈
進
小
学
校
前
町

道
で
毎
年
恒
例
の
宮
之
城
初
市
と

百
縁
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
初
市
で
は
、
露
天
商
を
は

じ
め
、
宮
之
城
人
形
の
販
売
や
薩

摩
中
央
高
校
に
よ
る
野
菜
と
花
の

苗
の
販
売
、
自
衛
隊
に
よ
る
車
両

展
示
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
初
の
試
み
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
っ
翔
べ
！
奥

さ
つ
ま
探
険
隊
と
商
工
会
女
性
部

に
よ
る
『
さ
つ
ま
の
さ
さ
福
か
ざ

り
』
（
さ
げ
も
ん
）
の
お
披
露
目

が
、
宮
之
城
屋
地
商
店
街
や
虎
居

商
店
街
の
店
舗
な
ど
で
あ
り
ま
し

た
。

　　

２
月
７
日
、
盈
進
小
学
校
前
町

道
で
毎
年
恒
例
の
宮
之
城
初
市
と

百
縁
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
初
市
で
は
、
露
天
商
を
は

じ
め
、
宮
之
城
人
形
の
販
売
や
薩

摩
中
央
高
等
学
校
に
よ
る
野
菜
と

花
の
苗
の
販
売
、
自
衛
隊
に
よ
る

車
両
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
初
の
試
み
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
っ
翔
べ
！
奥

さ
つ
ま
探
険
隊
と
商
工
会
女
性
部

に
よ
る
『
さ
つ
ま
の
さ
さ
福
か
ざ

り
』
（
さ
げ
も
ん
）
の
お
披
露
目

が
、
宮
之
城
屋
地
商
店
街
や
虎
居

商
店
街
の
店
舗
な
ど
で
あ
り
ま
し

た
。

　

さ
げ
も
ん
と
は
、
ひ
な
の
節
句

の
為
に
母
親
や
祖
母
が
子
供
や
孫

の
幸
せ
を
願
い
、
一
針
一
針
作
り

上
げ
た
ま
り
と
細
工
物
を
つ
る
し

た
福
寿
縁
起
の
宝
物
。
さ
つ
ま
町

独
自
の
さ
げ
も
ん
を
「
さ
さ
福
か

ざ
り
」
と
命
名
し
、
笹
や
ほ
お
ず

き
等
を
利
用
し
て
、
女
性
た
ち
が

商
店
街
を
綺
麗
に
飾
り
付
け
ま
し

た
。

　

地
域
お
こ
し
に
何
か
役
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
昨
年
５
月
か
ら
作
製
を

ス
タ
ー
ト
。
毎
週
月
曜
日
に
集
ま

り
、
商
工
会
女
性
部
の
賛
同
も
得

て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
り
上
げ

ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
、
可
愛
ら
し
い
さ
さ

　

さ
げ
も
ん
と
は
、
ひ
な
の
節
句

の
為
に
母
親
や
祖
母
が
子
供
や
孫

の
幸
せ
を
願
い
、
一
針
一
針
作
り

上
げ
た
ま
り
と
細
工
物
を
つ
る
し

た
福
寿
縁
起
の
宝
物
。
さ
つ
ま
町

独
自
の
さ
げ
も
ん
を
「
さ
さ
福
か

ざ
り
」
と
命
名
し
、
笹
や
ほ
お
ず

き
等
を
利
用
し
て
、
女
性
た
ち
が

商
店
街
を
綺
麗
に
飾
り
付
け
ま
し

た
。

　

地
域
お
こ
し
に
何
か
役
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
昨
年
５
月
か
ら
作
製
を

ス
タ
ー
ト
。
毎
週
月
曜
日
に
集
ま

り
、
商
工
会
女
性
部
の
賛
同
も
得

て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
り
上
げ

ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
、
可
愛
ら
し
い
さ
さ

福
か
ざ
り
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
町
内
の
買
い
物
客
も
「
こ

れ
は
誰
が
作
っ
た
の
？
」
と
興
味

津
々
の
様
子
で
、
商
店
街
が
明
る

く
笑
顔
に
満
ち
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
さ
さ
福
飾
り
は
今
後
、
町

内
の
金
融
機
関
や
図
書
館
な
ど
に

飾
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
も
女
性
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

と
パ
ワ
ー
が
さ
つ
ま
町
に
福
を
呼

び
込
み
、
こ
の
町
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

２
月
４
日
、
ひ
ま
わ
り
館
で
、

日
髙
町
長
か
ら
町
内
の
高
齢
者
い

き
い
き
サ
ロ
ン
97
団
体
（
会
員
約

３
，
２
０
０
人
）
へ
「
さ
つ
ま
る

ち
ゃ
ん
」
と
さ
つ
ま
町
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
入
っ
た
夜
光
反
射
材
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
髙
町
長
は
、
「
今
年
に
入
っ

て
か
ら
町
内
で
の
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の

交
通
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
さ

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
反
射
材
を
活
用
、

愛
用
し
て
い
た
だ
き
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
薩
摩
中
央
高
等
学
校

の
全
校
生
徒
及
び
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
員
等
の
皆
様
へ
も
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　　

２
月
８
日
、
女
優
の
新
垣
結
衣

さ
ん
と
全
国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
共

演
す
る
「
十
六
茶
」
の
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
演

し
て
い
る
「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
」

へ
、
Ｃ
Ｍ
出
演
の
お
礼
と
し
て

ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社
九
州
支
社

今
田
南
九
州
支
店
長
ら
が
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
の
反
響
や
宣
伝
効
果
、
今

後
の
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
を
活

用
し
た
町
の
全
国
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
今
後
の
活

躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

地域の方と交流

艶やかな「ささ福かざり」にうっとり

午前中で完売した宮之城人形

吉祥園保育所の可愛い作品

左から日髙町長、さつまるちゃん、今田南九州支店長

　１月23日、盈進小学校で交流給食が

行われ、盈進小学校区の公民館（会）

長などが参加し、１・２年生と一緒に

給食を食べました。

　交流給食では、昔の遊びや食べ物の

ことなど児童が質問し、楽しい給食と

なりました。
生徒の前で講演する徳留さん

さつま町をＰＲする日髙町長

保護者を前に10歳（てんさい）宣言

れ
い
よ
う

こ
ん
だ
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夢
希
耕

　
あ
な
が
わ
誕
生
 

「
柊
野
物
語
」
披
露

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

　
　
　
　
挑
戦
！

柏
原
小
学
校

ゆ
め
き
こ
う

河
川
敷
を
歩
こ
う

復
興
を
祝
っ
て

永
野
金
山
を

歩
こ
う

一
本
の
綱
が

　
心
を
つ
な
ぐ

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と

　
体
験
塾
も
参
加

第８回　さつま町綱引選手権大会　成績表

一般男子（600kg以下）

部　門
成　績

優　勝 準優勝

佐志小ガラッパーズ

さつま柏原６年組

泊野小ＰＴＡ

チームきらら 平川ぼっけもん

佐志小ＰＴＡ

佐志小ドリームエイト

平川小はやくしなさい

一般男女混成（制限なし）

小学生フリー（制限なし）

小学生280kg以下

①

10広報さつま11 広報さつま

一生懸命演じました！

　

「
永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

に
は
、
さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
17
人
は
、
永
野

金
山
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
遺
構

や
美
し
い
梅
の
花
を
見
な
が
ら
８

㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
金
を
採
掘

し
て
い
た
当
時
の
様
子
を
想
像
し

な
が
ら
語
り
部
の
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
町

内
に
あ
る
歴
史
的
遺
産
や
豊
か
な

自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
く
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
10
日
、
宮
之
城
総
合
体
育

館
で
、
第
８
回
さ
つ
ま
町
綱
引
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
「
一
般

男
子
６
０
０
㎏
級
」
や
「
小
学
生

２
８
０
㎏
級
」
な
ど
４
部
門
に
16

チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
始
と
と
も
に
一
気
に
引
か
れ

た
り
、
し
ば
ら
く
微
動
だ
に
せ
ず

引
き
方
の
駆
け
引
き
が
あ
っ
た
り

と
、
各
チ
ー
ム
の
戦
術
が
展
開
さ

れ
、
応
援
に
も
思
わ
ず
力
が
入
り
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

「
ミ
シ
ッ
、
ミ
シ
ッ
」
と
き
し

む
一
本
の
綱
に
力
を
結
集
し
、
チ

ー
ム
８
人
の
呼
吸
を
ピ
ッ
タ
リ
合

わ
せ
て
引
き
き
っ
た
「
チ
ー
ム
き

ら
ら
」
や
「
佐
志
小
ガ
ラ
ッ
パ
ー

ズ
」
な
ど
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
競
技
な
ど
と
は
全
く

別
物
の
「
綱
引
」
に
、
み
な
さ
ん

も
次
回
は
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　

１
月
15
日
、
柏
原
小
学
校
で
福

岡
市
の
劇
団
ド
リ
ー
ム
・
カ
ン
パ

ニ
ー
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

「
ハ
ロ
ー
、
天
使
で
す
！
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
庁
の
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
公
演
に
向
け
て
昨
年
12
月

に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、

児
童
は
演
技
や
ダ
ン
ス
な
ど
プ
ロ

の
指
導
を
受
け
、
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
児
童
も
モ
デ
ル
や
天

使
の
役
で
出
演
し
、
最
後
は
全
員

で
歌
っ
て
踊
る
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
柊
野
小
学
校
体
育

館
で
キ
ラ
リ
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
発
表
会
は
、
１
年
間

学
習
し
た
こ
と
を
発
表
す
る
も
の

で
、
９
人
の
児
童
が
作
文
や
鹿
児

島
弁
の
音
読
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
合

奏
、
狂
言
の
ほ
か
、
柊
野
の
自
然

を
生
か
し
た
様
々
な
体
験
活
動
を

ク
イ
ズ
番
組
形
式
で
紹
介
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
11
月
か
ら
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
野
田
か
つ
ひ
こ

氏
と
児
童
が
柊
野
を
テ
ー
マ
に
曲

を
作
り
、
今
回
初
披
露
と
な
り
ま

し
た
。
地
域
の
歴
史
や
風
景
、
人

の
温
か
さ
が
詰
ま
っ
た
「
柊
野
物

語
」
に
、
訪
れ
た
人
々
は
聞
き
入

り
、
大
き
な
声
で
堂
々
と
発
表
し

た
子
ど
も
た
ち
に
は
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
、
あ
な
が
わ
公
民
館

で
「
農
事
組
合
法
人
夢
希
耕
あ
な

が
わ
」
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
内
の
集
落
営
農
法
人
と
し
て

は
３
番
目
の
創
立
と
な
り
ま
す
が
、

当
法
人
は
特
定
農
業
団
体
あ
な
が

わ
営
農
組
合
（
平
成
21
年
３
月
設

立
）
が
法
人
化
し
た
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
も
「
集
落
ぐ
る
み
型
」
の

集
落
営
農
組
織
と
し
て
、
水
稲
を

中
心
に
飼
料
稲
や
小
麦
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
法
人
創
立
で
地
域
の
農

地
や
農
業
を
守
る
た
め
の
基
礎
が

で
き
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
平
成
18
年
豪
雨
災

害
復
興
祭
に
あ
わ
せ
て
、
町
と
虎

居
地
区
主
催
に
よ
り
「
復
興
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約

２
０
０
人
は
、
激
特
事
業
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
虎
居
地
区
の
河
川
敷

約
４
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
、

参
加
者
は
川
内
川
の
景
色
を
堪
能

し
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
歩
い
て
い

ま
し
た
。
佐
志
地
区
の
中
山
健
一

郎
さ
ん
ご
家
族
は
「
河
川
敷
が
整

備
さ
れ
て
す
ご
く
き
れ
い
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
日
頃
見
れ
な
い
川

の
景
色
や
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、

虎
居
地
区
の
方
々
が
準
備
さ
れ
た

具
だ
く
さ
ん
の
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
参
加
者
は
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

柊野の歌をこれからも歌い継いでいきます

夢希耕あながわ創立総会のようす

⑦揚げたて「がね」はホクホクで美味しいね♪

③地域の方が「がね」を次々に
　揚げていきます

天気も良くて気持ちいいね

応援にも力が入ります

整
備
さ
れ
た
虎
居
地
区
河
川
敷

ウォーキングに参加された中山さん一家真心こめて作った豚汁は参加者に大好評でした

④一緒に歩けば心もポカポカ

⑤・⑥語り部隊も頑張りました！

①スタート地点

②田の神様や西郷一家がお出迎え

２
月
10
日
、
「
第
８
回
結
い
の
郷
永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
９
２
９
人
が
参
加
し
、
永
野

金
山
史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、
地
元
の
方
が
西
郷
菊
次
郎
や

人
間
田
の
神
様
な
ど
に
扮
し
参
加
者
を
出
迎
え
、
記

念
撮
影
や
握
手
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

②

③④

⑤⑥⑦
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ひ
と
・
自
然  

元
気
か
が
や
く  

さ
つ
ま
町

第
８
回
さ
つ
ま
町
民
大
会

祝 

世
界
大
会
出
場

交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
書

新
様
式
の
見
本

圧
着
し
た
状
態
（
は
が
き
サ
イ
ズ
）

広
げ
た
状
態

▲▲

見　本
見
　
本
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・役場本庁及び各支所

・北さつま農業協同組合

・鹿児島銀行　・南日本銀行

・鹿児島信用金庫宮之城支店

・鹿児島興業信用組合宮之城支店

・役場本庁及び各支所

・町県民税申告会場

　（旧宮之城地区のみ）

旧 新

■加入申込書
　平成25年度加入申込書は下の見本の通り、圧着式のはがきタイプです。

■納付場所

■加入資格　・さつま町に住民登録のある方  

　　　　　　・学校への通学等一時的に転出される方で町長が認める人  

■掛け金　　・年間一人５００円  

■共済期間　・４月１日から翌年３月31日まで  

　　　　　　（４月１日以降に加入した場合は加入翌日から翌年３月31日までです）  

■請求の対象となるもの　  

　・電動カー・自転車・バイク・自動車・トラクター等での道路運行中の交通事故に遭われて、

　　それが原因で身体に傷害を受けた場合

■注意点
　・町県民税申告会場（旧宮之城地区）では受付を行いません。

　・加入者及び金額に変更のある場合は、さつま町役場本庁または各支所でお申し込みください。

　・領収(日付）印のないもの及び金額を訂正したものは無効です。

　・見舞金の請求期限は、事故発生日から２年以内です。

　　まだ請求をされていない方は、役場担当窓口までお越しください。

　・納入期限は３月31日までですが、納入期限が過ぎていても加入できます。

安い
掛け金！

大きな
補償 ！

　

１
月
に
入
り
、
役
場
本
庁
舎
南
側
の

建
設
地
で
は
高
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
仮
囲
い

が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
工
事
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

下
旬
に
は
、
杭
打
機
や
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
が
搬
入
さ
れ
、
地
盤
改
良
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
工
事
は
、
セ
メ
ン
ト
系

固
化
材
の
ス
ラ
リ
ー
（
ド
ロ
ド
ロ
し
た

も
の
）
を
流
し
込
み
な
が
ら
地
盤
を
掘

進
攪
拌
す
る
こ
と
で
柱
状
の
地
盤
改
良

体
を
つ
く
り
ま
す
。

　

今
回
の
工
法
は
、
支
持
地
盤
が
地
表

か
ら
平
均
３
．
２
ｍ
の
深
さ
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
鋼
管
杭※

を
埋
設
し
た
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
他
の
工
法

と
比
較
し
、
経
済
的
・
施
工
的
に
適
し

た
工
法
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
盤
改
良
は
２
月
下
旬
ま
で
続
き
、

３
月
か
ら
基
礎
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

※

地
中
に
打
ち
込
む
鋼
製
の
杭

役場本庁舎屋上から撮影

　　

２
月
17
日
、
第
８
回
さ
つ
ま
町

民
大
会
が
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
上
宮
保
育

園
の
園
児
が
ブ
リ
ッ
ジ
や
側
転
、

勇
壮
で
可
愛
ら
し
い
太
鼓
演
奏
を

披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
に
よ
る
町
民
憲
章

朗
読
の
あ
と
、
町
民
表
彰
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
表
彰
式
、
さ
つ
ま

ふ
る
さ
と
体
験
塾
生
に
よ
る
体
験

発
表
、
生
涯
学
習
の
成
果
発
表
、

健
康
増
進
事
業
の
紹
介
と
健
康
さ

つ
ま
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
抽
選
・
当

選
者
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
の
抽
選

会
で
は
、
１
等
か
ら
３
等
ま
で
の

抽
選
が
あ
り
、
当
選
者
が
発
表
さ

れ
る
度
に
会
場
か
ら
歓
声
と
た
め

息
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
柔
道
男
子
71
㎏
級
金
メ
ダ
リ

ス
ト
で
「
平
成
の
三
四
郎
」
こ
と

古
賀
稔
彦
さ
ん
に
よ
る
「
夢
の
実

現
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
会
場
に
は
高
校
生
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

古
賀
さ
ん
は
、
現
役
時
代
に
自

ら
の
成
功
・
失
敗
か
ら
学
ん
だ
こ

と
や
、
引
退
後
指
導
者
と
し
て
心

掛
け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

時
折
客
席
に
語
り
か
け
な
が
ら
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
高
校
生
も
参
加
し
て
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
力
に
替
え
る
方
法

を
説
明
し
た
り
、
夢
の
実
現
の
た

め
に
は
人
一
倍
の
努
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
に
で
き

る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
か
れ
、

「
古
賀
塾
５
訓
」
を
参
加
者
全
員

で
唱
和
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
場
周
辺
で
は
福
祉

団
体
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
高
齢
者
学
級
、
生
涯
学
習
講
座

受
講
生
に
よ
る
作
品
展
示
も
あ
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
あ
る
「
ひ
と
・
自
然　

元

気
か
が
や
く　

さ
つ
ま
町
」
の
実

現
の
為
に
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て

も
健
康
で
学
び
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
町
民
の

み
な
さ
ん
と
共
有
で
き
た
１
日
に

な
り
ま
し
た
。

※
今
回
も
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ブ
「
ほ
た
る
」
と
高
校
生
ク
ラ

ブ
が
運
営
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
12
月
９
日
、
川
内
文
化
ホ

ー
ル
で
日
本
の
心
と
美
の
祭
典
２

０
１
３
全
日
本
き
も
の
装
い
コ
ン

テ
ス
ト
九
州
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
着
装
、
言
葉
づ
か
い
、
立

居
振
舞
等
を
鏡
の
な
い
舞
台
上
で

競
い
、
上
位
入
賞
者
が
今
年
４
月

７
日
に
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
世
界
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

本
町
か
ら
は
、
学
校
対
抗
の
部

に
川
内
高
校
２
年
の
日
高
亜
佳
理

さ
ん
・
１
年
の
﨑
本
楓
さ
ん
・
南

結
莉
乃
さ
ん
が
、
子
供
の
部
に
盈

進
小
学
校
６
年
の
下
原
ま
ゆ
さ
ん

が
出
場
し
ま
す
。
上
位
入
賞
を
目

指
し
て
練
習
中
で
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

オープニングを飾った上宮保育園園児

聴衆を魅了した古賀稔彦さんの記念講演

健康さつまポイント抽選会にはさつまるちゃんも登場

生涯学習講座受講生作品展示

下原さん 左から南さん、日高さん、﨑本さん

■お問い合わせ先　本庁　安全安心対策課　　☎ 53－1111（内線2215）
　　　　　　　　　鶴田支所　鶴田総務係　　　 　　　　（内線4212）
　　　　　　　　　薩摩支所　薩摩総務係　　　 　　　　（内線6112）

交
通
災
害
共
済
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

交
通
災
害
共
済
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

さ
つ
ま
町
指
定
金
融
機
関
等
で
の
納
付
が
可
能
で
す

新庁舎建設事業 《現場だより》

ルビ
あり

く
っ

こ
う
か
ん
く
い

し
ん
か
く
は
ん



復興ウォーキングの記事は、P11に掲載しています。
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川内川激特・鶴田ダム再開発速報
さつま町内の「川内川激甚災害対策特別緊急事業」と「鶴田ダム再開発事業」の

工事施工箇所（平成25年２月５日現在）

　≪激特事業関連工事≫
①山崎地区
　・築堤護岸工事
　・山崎橋関連工事（旧橋撤去）
②虎居、宮之城屋地地区
　・宮都大橋関連工事（仮橋撤去）　　　　　

　≪鶴田ダム再開発事業関連工事≫
①神子地区
　・施設改造工事・増設減勢工工事
　・上流仮締切工事
　・制水ゲート工事２件
　・放流管工事２件

■お問い合わせ先■
　●国土交通省　川内川河川事務所　　☎ (0996) 22-3271
　　鶴田ダム再開発事業に関すること　開発工務課
　　激特事業に関すること　　　　　　工務課
　　川内川河川事務所HP URL:http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/

14広報さつま

【県北薩地域振興局関連工事】【国土交通省関連工事】

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部
　土木建築課　道路建設第２係
　☎（0996) 25-5289

平成23年度から本格実施された「農業者戸別所得補償制度」については、平成

25年度から「経営所得安定対策」に名称変更されます。

制度の内容については、基本的には平成24年度と同じ枠組みで実施されます。

平成24年度 平成25年度
農業者戸別所得補償制度

米の所得補償交付金

畑作物の所得補償交付金

米価変動補填交付金

緑肥輪作加算

規模拡大加算

水田活用の所得補償交付金
（産地資金）

変更なし

担い手への農地集積推進事業

規模拡大交付金

経営所得安定対策

　『米の直接支払交付金』『水田活用の直接支払交付金』『畑作物の直接支払交付金』

の交付単価は、平成24年度と同様の単価となります。

　水田活用の直接支払交付金のうち産地資金（野菜・果樹等）の交付単価については、

県と協議して決定されます。

水田活用の直接支払交付金

（産地資金）

　転作部分に対する交付
　（麦・大豆・そば・なたね・
　　飼料作物・野菜等）

畑作物の直接支払交付金

米の直接支払交付金

　水稲作付（主食用米）に対する
　交付

　さつま町主催の「復興之碑除幕式」、県と川内川流域市町主催の

「川内川河川激甚災害対策特別緊急事業竣工式」を晴天の下、開催し

ました。 

　はじめに「事業竣工のくす玉」の開被を、県知事、国会議員、流域

市町長、国土交通省の方々で行い、虎居築堤に造った「復興之碑」の

除幕を、さつま町長・議長、被災者協議会代表、地元小学生、復興ボ

ランティアでご活躍頂いた地元建設業代表者により行いました。 

　会場のテント内では竣工式典を行い、伊藤知事や国土交通省足立局

長の挨拶、工事経過報告などあり、最後に虎居地区被災者協議会会長

の村田修二さんが被災者代表の言葉を述べられました。 

地元関係者による復興之碑除幕
（復興之碑は地元建設業の方々などの協力により建立）

鹿
児
島
県
知
事
に
よ
る
式
辞

関係者によるくす玉開披

平成１８年豪雨災害復興祭
　さつま町豪雨災害復興祭を平成２５年２月３日（日）さつま町虎居地区の河川敷で開催しました。

　これは、平成１８年に発生した県北部豪雨災害からの復旧復興を図るため、平成１８年度から進められてきた川内

川河川激甚災害対策特別緊急事業が完了し、治水に対して地域の安全安心が確保されたことを祝い、また、これから

被災地域の新たな地域づくりを目指していく節目として復興之碑除幕式及び復興ウォーキング大会を開催しました。

復興之碑除幕式及び激特事業竣工式

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
か
ら

　
　

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
へ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
!!

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
か
ら

　
　

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
へ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
!!

【お問い合わせ先】さつま町農業再生協議会（ＪＡ北さつま本所内）　☎53－1121（内線314）
　　　　　　　　　さつま町役場農政課農政係　☎53－1111（内線2422・2423）
　　　　　　　　　　　　　　　　鶴田経済係　　　　　  （内線4122）
　　　　　　　　　　　　　　　　薩摩経済係　　 　　　 （内線6132）



薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
監
修

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
」

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
」

支えあう
こころと
いのち
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実
は
大
切
な
ん
で
す
（
後
編
）

「
歯
並
び
」

性別

めす 322 163,367,000 949,000 507,351 275

294

285

485,703

496,170

869,000

949,000

167,082,000

330,449,000

344

666

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重

２月子牛せり市結果　期日：２月５日(火)～６日(水） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対１月分）

35,200円高値

 4,529円高値

18,741円高値

上
の
歯

下
の
歯

文
責
　
林
田
　
裕
伸

現
代
の
食
生
活
や
生
活
習
慣
、
体
癖
（
く
せ
）
に
よ
っ
て
、

歯
並
び
が
悪
い
人
は
増
え
て
い
ま
す
。

歯
並
び
は
見
か
け
（
外
見
）
だ
け
の
問
題
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
月
号
で
は
、
歯
並
び
が
良
い
と
か
み
合
わ
せ
が
よ
い
た
め
、
歯
が
長
持
ち
し
、

歯
み
が
き
が
し
や
す
く
、
歯
周
病
に
な
り
に
く
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
歯
並
び
が
悪
く
な
る
原
因
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
現
代
人
は
、
食
生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
あ

ご
の
骨
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

歯
は
そ
れ
ほ
ど
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
あ
ご
の
大
き
さ
と
歯
の
大
き
さ

の
不
一
致
が
多
く
の
人
に
見
ら
れ
、
歯
が
綺

麗
に
並
ぶ
ス
ペ
ー
ス
が
無
く
な
り
、
歯
並
び

が
悪
く
な
り
ま
す
。

　

　
歯
は
、
あ
ご
の
骨
の
中
に
し
っ
か
り
と
埋

ま
っ
て
、
全
く
動
か
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
実
際
は
、
骨
の
く
ぼ
み
の
中
に
、

靱
帯
で
宙
づ
り
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

ま
た
、
10
グ
ラ
ム
か
ら
20
グ
ラ
ム
の
軽
い
力

を
持
続
的
に
か
け
て
や
る
と
、
力
が
靱
帯
を

介
し
て
骨
に
伝
わ
り
、
歯
は
骨
の
中
を
簡
単

に
動
き
ま
す
。
こ
れ
が
矯
正
治
療
（
歯
並
び

治
療
）
の
理
屈
で
す
。

　
歯
は
、
外
側
か
ら
唇
や
ほ
っ
ぺ
た
、
内
側

か
ら
ベ
ロ
（
舌
）
で
押
さ
れ
、
力
の
バ
ラ
ン

ス
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
並
び
ま
す
。

　
頬
杖
の
く
せ
、
睡
眠
体
癖
（
う
つ
ぶ
せ
寝
、

横
向
き
で
手
を
枕
に
し
て
寝
る
な
ど
）
も
軽

い
持
続
的
な
力
に
な
る
の
で
、
歯
が
外
側
か

ら
押
さ
れ
て
移
動
し
て
、
歯
並
び
が
悪
く
な

り
ま
す
。

　
よ
く
噛
ん
で
食
事
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

歯
に
し
っ
か
り
と
力
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の

力
に
よ
っ
て
上
下
の
歯
の
く
ぼ
み
と
出
っ
張

り
が
合
わ
さ
り
、
歯
が
並
ん
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
右
で
ば
か
り
ご
飯
を
食
べ
る

人
は
、
右
だ
け
歯
並
び
が
よ
く
、
左
の
歯
並

び
が
悪
く
な
り
ま
す
。
よ
く
噛
ま
な
い
人
は
、

歯
並
び
の
悪
い
人
が
多
い
で
す
。

１
、
小
さ
い
頃
か
ら
食
事
の
時
に
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

　
左
右
両
方
の
歯
で
、
し
っ
か
り
と
噛
ん
で

食
事
し
ま
し
ょ
う
。
噛
む
こ
と
に
よ
り
、
あ

ご
の
骨
格
が
し
っ
か
り
と
成
長
し
、
ま
た
噛

む
力
で
よ
い
位
置
に
歯
が
動
い
て
く
れ
ま
す
。

　
食
事
の
時
に
難
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
キ

シ
リ
ト
ー
ル
入
り
の
ガ
ム
な
ど
を
使
っ
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
の
注
意
点
は
、
お
口
を
し
っ
か

り
と
閉
じ
て
、
鼻
で
息
を
し
な
が
ら
噛
む
と

い
い
で
し
ょ
う
。

２
、
体
癖
（
く
せ
）
の
改
善
を

　
「
無
く
て
七
癖
」
と
い
い
ま
す
。
自
分
で

は
気
づ
か
な
い
く
せ
が
結
構
あ
る
も
の
で
す
。

日
常
生
活
の
中
で
歯
並
び
を
悪
く
す
る
よ
う

な
力
が
持
続
的
に
か
か
る
く
せ
は
直
し
ま
し

ょ
う
。

３
、
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
替
わ
る

と
き
は
注
意
を
！

　
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
替
わ
る
時
に
、

変
な
と
こ
ろ
か
ら
永
久
歯
が
生
え
て
き
て
、

う
ま
く
噛
め
な
く
な
り
、
無
理
矢
理
あ
ご
を

横
や
前
に
ず
ら
し
て
噛
む
く
せ
が
付
い
た
り

し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
あ
ご

の
発
育
に
影
響
し
て
顔
が
ゆ
が
ん
で
き
た
り

し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
早
め
に
お

近
く
の
歯
科
医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夜寝るときのくせによって、右上の歯が内側に倒れ、下の入れ
歯は何度も破折を繰り返した症例（同一人物）

あ
ご
の
大
き
さ
と

　
　
歯
の
大
き
さ
の
違
い

体
癖
（
く
せ
）
の
問
題

か
み
癖

ど
う
し
た
ら
、

　

歯
並
び
が
よ
く
な
る
の
？

こんにちは保健師です健康さつま21

３月は、自殺対策強化月間です！

　働き盛りの方は、仕事第一で、自分の健康のことは後回しにしがちです。不眠は、からだにもこころにも、さまざまな

悪影響を及ぼします。不眠が続くときは、かかりつけ医や薬剤師にご相談ください。「うつ」は薬の治療効果が期待でき

ますが、「うつ」は自分で気づきにくいものです。身近な方が、「気づき・見守り・つなぐ」ことが大切です。あまり難

しく考えないで、家族や仲間の変化に気づいて、本人の気持ちを尊重し、耳を傾け、早めに専門家に相談するように促す

ことです。「支えあうこころといのち」まず、自分が出来ることから始めてみてください。

～眠れてますか？　それは、

　「うつ病」のサインかもしれません～

働き盛りのお父さん、こんなことはありませんか？
　◎疲れているのに、特に休日も含めて眠れない日が

　　２週間以上続いている。

　　眠れないとは…
　　・寝つきが悪い

　　　（眠るまでに30分～１時間以上かかる）

　　・夜中に何回も目が覚める

　　・朝早く目覚めてしまう

　　・ぐっすり寝たという感じがしない

　◎食欲が無く体重が減っている

　◎だるくて意欲がわかない

職場のみなさん　こんな方はいませんか？

普通に働いていた方が　

・集中力がなくなり、仕事の能率が落ちた

・表情が暗く、ぼーっとするようになった

家庭の中でお父さんにこんな変化がありませんか？
　・「だるい」ということが増え、食欲がなくなった

　・眠れないようで、夜中にたびたび目をさます

　・新聞やテレビに関心がなくなった

＜私たちにできる自殺予防は＞
　あなたのまわりを見回してください。あなたの力で救える

いのちがあります。

気づき…家族や仲間の変化に気づいて、声をかける

傾　聴…本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

つなぎ…早めに専門家に相談するように促す

見守り…温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

　悩みに気づいて、声をかけてあげることで、心のケアまで

はできなくても、必要な専門機関につなげることができます。

そして、その輪がいのちを支えるネットワークにつながって

いきます。

＜相談窓口＞

こころの電話

　社会生活での悩み、対人、夫婦、男女問題等に

　おけるこころの悩みに対する相談

　☎ 099-228-9566・9567

鹿児島いのちの電話

　孤独や不安、自殺等精神的な危機に直面してい

　る人に対する相談

　☎ 099-250-7000（24時間受付）

さつま町役場健康増進課

　☎ 0996-53-1111（内線 2143・2144）

日
本
人
の
顔
の
進
化
の
Ｃ
Ｇ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
　

（
画
像
提
供
・
東
京
大
学
工
学
部
原
島
研
究
室
）

縄文人

渡来系
弥生人

未来人

現代人

～働き盛り世代の睡眠キャンペーン～

じ
ん
た
い

ほ
お
づ
え



■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

福
祉
課
　
福
祉
障
害
係

　
　
　
　
内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

文
化
課
　
文
化
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
５
５
２

平
成
25
年
度

　
銃
砲
刀
剣
類
登
録
の

　
　
　
　
　
審
査
日
程

税
務
課
　
収
納
第
１
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
１
３

町
税
等
の
「
口
座
振
替
済

通
知
書
」
廃
止
の
お
知
ら
せ

総
務
課
　
広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
２
１
４

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
へ
の
速
や
か
な
対
応
を

お
願
い
し
ま
す

銃
砲
刀
剣
類
の
所
有
者

及
び
住
所
の
変
更
手
続
き

健
康
診
査
日
程
【
３
・
４
月
分
】

健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
４
４

１
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　  110件

　運んだ人    103人

◆内　訳

　急　病 　64件 60人

　交通事故 14件 12人

　その他　 32件 31人

◆発生件数　1件

◆内　訳

　建　物　　1件

イベント名　ゆるキャラまつり

日　　　時  ３月23日（土）

　　　　　　午前11時から午後４時

場　　　所　天文館にぎわい通り商店街

　　　　　　及び天文館地区アーケード

内　　　容　県内各地のゆるキャラが大集合

　　　　　　特産品等の販売やゆるキャラ人気投票も

　　　　　　あるので、投票をお願いします！

さつまる
ちゃん広告を掲載しませんか？

広告主大募集！

http://www.satsuma-net.jp/

■詳しくは町ホームページを
　ご覧ください。

天文館に行く！
応援に

きてね！！
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銃
砲
刀
剣
類
（
※
１
）
を
発

見
ま
た
は
拾
得
し
、
警
察
署
に

発
見
届
け
の
手
続
き
後
（
※

２
）
、
警
察
か
ら
銃
砲
、
刀
剣

類
発
見
届
出
済
証
及
び
刀
剣
類

登
録
通
知
書
を
交
付
さ
れ
た
方

は
、
次
の
日
程
で
登
録
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
指
定
の
会

場
で
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
審
査
日
　

第
１
回　

　

平
成
25
年
５
月
14
日
（
火
）

第
２
回　

　

平
成
25
年
７
月
９
日
（
火
）

第
３
回　

　

平
成
25
年
９
月
10
日
（
火
）      

第
４
回　

　

平
成
25
年
11
月
12
日
（
火
）

第
５
回　

　

平
成
26
年
１
月
14
日
（
火
）

■
時
間
　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１

時
を
の
ぞ
く
）

　

午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
会
場

　

〒
８
９
０
‐
０
０
６
４　
　

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
‐８

　

鹿
児
島
青
少
年
会
館 

3
階

　

洋
会
議
室

　

☎
0
9
9
‐2
5
7
‐8
2
2
6

■
準
備
す
る
も
の　

　

審
査
会
に
は
銃
砲
刀
剣
類

（
現
物
）
以
外
に

（
１
）
新
規
登
録
の
場
合　

　

① 

発
見
届
け
を
し
た
と
き
、

　

警
察
署
か
ら
交
付
さ
れ
た

　

ア　

刀
剣
類
発
見
届
出
済
証

　

イ　

刀
剣
類
登
録
通
知
書

　

② 

登
録
申
請
手
数
料　
　
　

　
　

１
件
に
つ
き
6
，
3
0
0
円

（
２
）
登
録
証
の
再
交
付
の
場
合

　

① 

再
交
付
申
請
書

　

② 

旧
登
録
証
（
お
持
ち
の
場

　
　

合
の
み
）

　

③ 

再
交
付
手
数
料　

      

　
　

1
件
に
つ
き
3
，
5
0
0
円

（
３
）
登
録
証
の
差
替
交
付
の
場
合

　

① 

差
替
交
付
申
請
書

　

② 

旧
登
録
証

■
注
意
事
項　

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
銘
文

等
の
確
認
の
た
め
銃
砲
刀
剣
類

の
分
解
審
査
が
必
要
で
す
。

　

分
解
は
登
録
審
査
委
員
が
行

い
ま
す
が
、
分
解
の
際
、
物
件

の
保
存
状
態
に
よ
っ
て
は
、
破

損
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
に
承
諾
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
分
解
し

て
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。

（
こ
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
）

※
１　

美
術
品
、
骨
と
う
品
と

し
て
価
値
の
あ
る
火
縄
式
銃
砲

等
の
古
式
銃
砲
ま
た
は
、
美
術

品
と
し
て
価
値
の
あ
る
刀
剣
類

を
指
し
ま
す
。

※
２　

銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
ま

た
は
拾
得
さ
れ
た
方
で
、
届
け

出
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
で
、
発
見
届
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
し
な
い
で
所
持
す
れ
ば
、

不
法
所
持
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
で
美
術
的
価
値

が
な
く
登
録
で
き
な
い
と
判
断

さ
れ
た
刀
剣
類
及
び
登
録
を
断

念
し
た
銃
砲
、
刀
剣
類
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
持

参
し
て
、
廃
棄
処
分
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課

　

指
定
文
化
財
係  　
　
　
　

　

☎
０
９
９
‐２
８
６
‐５
３
５
５

　
　
　
　

　

　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

（
以
下
「
法
」
と
い
う
）
第
14

条
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た

銃
砲
ま
た
は
刀
剣
類
を
譲
り
受

け
た
場
合
や
相
続
に
よ
り
取
得

し
た
場
合
、
法
第
17
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
所
有
者
変
更

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
所
の
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
住
所
変
更
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。　
　

■
手
続
き
の
方
法

①
検
索
サ
イ
ト
で
、
「
鹿
児
島

県
…
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
に

つ
い
て
」
で
検
索
。

　
　

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

下
の
提
出
先
に
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
す
る
。

　

※
所
有
者
変
更
届
に
は
、
登

　

録
証
の
写
し
を
添
え
て
く
だ

　

さ
い
。

②
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ    

（http://w
w
w
.pref.kago

shim
a.jp

）
で
電
子
申
請
を

行
う
。

 　

「
手
続
き
・
申
請
」
↓
「
電

子
申
請
」
↓
「
申
請
は
こ
ち

ら
」
↓
「
鹿
児
島
県
」
（
以

下
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）

③
他
都
道
府
県
教
育
委
員
会
で

登
録
さ
れ
た
銃
砲
刀
剣
類
に

つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
に
書
類
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各

都
道
府
県
で
書
類
の
様
式
が

違
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
ま
た
は

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
提
出
先

〒
８
９
０
‐８
５
７
７  　
　

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
１
号

　

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課

　

指
定
文
化
財
係

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
３
５
５

    

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
６
７
５

　

　
乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
７
生
）
育
児
相
談

　

３
月
15
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
22
．
１
生
）
健
診

　

３
月
27
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　

４
月
５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
22
．
12
生
）
歯
科
健
診

　

４
月
４
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
11
生
）
健
診

　

４
月
10
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付　

　

３
月
25
日
（
月
）

　

４
月
８
日
（
月
）　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

３
月
27
日
（
水
）

　

４
月
４
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
4
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　

４
月
２
日
（
火
）

　

４
月
16
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

４
月
12
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

受
付
（
え
ほ
ん
の
森
）

　　

こ
れ
ま
で
口
座
振
替
で
町
税

等
を
納
付
し
て
い
る
人
に
対
し

て
、
３
月
下
旬
に
「
口
座
振
替

済
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
事
務
の
簡
素
化
や
経

費
削
減
の
た
め
に
平
成
25
年
度

か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
口
座
振
替
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が
預

金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
税
目

○
町
県
民
税

○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税

○
介
護
保
険
料

※
車
検
に
必
要
な
「
軽
自
動
車

税
口
座
振
替
済
通
知
書
兼
車
検

用
納
税
証
明
書
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
５
月
上
旬
に

送
付
い
た
し
ま
す
。

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
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１
１
２
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急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
対

応
し
、
高
年
齢
者
が
少
な
く
と

も
年
金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
は

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
目
的

と
し
て
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
25

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

　

就
業
規
則
等
の
見
直
し
、
改

正
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を

限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止

②
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を

雇
用
す
る
企
業
の
範
囲
の
拡

大
③
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る

公
表
規
定
の
導
入

④
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の

実
施
お
よ
び
運
用
に
関
す
る

指
針
の
策
定

　

今
回
の
改
正
で
継
続
雇
用
の

対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
が
廃

止
さ
れ
た
た
め
、
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
は
、

①
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
き

上
げ

②
希
望
者
全
員
を
65
歳
（
以

上
）
ま
で
継
続
雇
用
す
る
制

度
③
定
年
の
定
め
の
廃
止

　

の
い
ず
れ
か
の
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　　

た
だ
し
、
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
に
継
続
雇
用
制
度
の
対

象
者
基
準
を
労
使
協
定
で
設
け

て
い
る
場
合
は
、
厚
生
年
金

（
報
酬
比
例
部
分
）
支
給
開
始

年
齢
以
上
の
者
を
対
象
と
し
て

基
準
を
適
用
す
る
経
過
措
置
の

利
用
も
可
能
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城

　

☎
（
53
）
０
１
５
３
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年
金
相
談
（
事
前
に

　 

予
約
が
必
要
で
す
）

町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
２
５

国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

－
毎月納付（納付書による現金納付
及び翌月末振替の口座振替）

毎月振替【早割】
（当月末振替の口座振替）

６か月前納（現金納付）

平成25年度

６か月前納（口座振替）

１年前納（現金納付）

１年前納（口座振替）

保険料額

１か月分

割引額 保険料額

６か月分

割引額 保険料額

１年度分

割引額

15,040円

14,990円 50円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

90,240円

89,940円 300円

730円

－

89,510円

89,210円 1,030円

180,480円

179,880円 600円

1,460円
(730円×２回)

(1,030円×２回)

179,020円

178,420円 2,060円

3,200円177,280円

176,700円 3,780円

診療科

内　科 神 野

益 崎

緒 方

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 馬ノ段林 田 林 田

緒 方 緒 方 緒 方 大 学

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

広
　
告

薩摩郡医師会病院診療案内

＊町民で50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が1,000円で受診できます。（要受診券）
　　　　　　　　　　　　　　　担当：外川内　(TEL0996-53-0326)

(H25.2.1～) 広
　
告

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

墓　　石

納 骨 堂

石材彫刻

鳥　居　通

石
材
の
専
門
家

大
変
貴
重
な
下
丁
場
の
磨
崖
仏

20広報さつま21 広報さつま

(１月分)

町
長
コ
ラ
ム

町長の動静 （平成25年１月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

日
髙
政
勝

原
発
30
キ
ロ
圏

　

福
島
原
発
事
故
発
生
以
来
、
原

子
力
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
立
地
の

近
距
離
に
あ
る
住
民
に
と
っ
て
は

な
お
さ
ら
で
す
。

　

さ
つ
ま
町
も
川
内
原
発
か
ら
20

キ
ロ
ぎ
り
ぎ
り
、
30
キ
ロ
に
な
る

と
人
口
の
３
／
４
が
入
り
、
決
し

て
「
よ
そ
ご
と
」
「
ひ
と
ご
と
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

電
力
は
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、

日
常
の
家
庭
生
活
、
産
業
活
動
、

医
療
分
野
等
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
そ
の
役
割
を
水

力
・
火
力
、
中
で
も
原
子
力
が
最

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
安
全
性
が
問
わ
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
原
子
力
規
制
委
員
会
を

設
け
、
新
し
い
安
全
基
準
を
定
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
緊
急

安
全
対
策
に
加
え
て
、
新
基
準
を

十
分
ク
リ
ア
す
る
よ
う
な
し
っ
か

り
し
た
安
全
性
を
確
保
し
て
地
域

住
民
の
安
心
に
応
え
て
欲
し
い
と

願
う
と
こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
　

　

町
と
し
て
も
、
太
陽
光
発
電
等

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

と
と
も
に
、
原
子
力
に
対
し
て
は
、

九
州
電
力
と
安
全
協
定
の
締
結
、

国
、
県
が
定
め
た
原
発
の
過
酷
事

故
に
備
え
る
災
害
対
策
重
点
区
域

30
キ
ロ
圏
内
と
し
て
、
避
難
手
段

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
防
災
計
画
を

つ
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

町長交際費執行状況
（町長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。） 

よかとこ再発見よかとこ再発見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑥

下
丁
場
の
磨
崖
仏

　　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
の
で
年
金
の
請
求
手
続
き

及
び
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
３
月
18
日
（
月
）

ま
で
に
相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）・

配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎

年
金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
役

場
鶴
田
支
所
町
民
係
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

■
相
談
日
時
　

　

３
月
26
日
（
火
）　

　

午
前
９
時
40
分
〜

　

午
後
３
時
40
分

■
相
談
会
場　

　

鶴
田
中
央
公
民
館

■
申
込
期
日　

　

３
月
18
日
（
月
）
ま
で

■
お
申
し
込
み
先　

　

鶴
田
支
所　

町
民
係　

　

☎
（
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）
１
１
１
１　

　
　
　

（
内
線
４
１
１
２
）

　　

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
1
5
，
0
4
0
円
に
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
支
払
方
法
に
よ
っ

て
、
お
得
な
割
引
料
金
も
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機

関
の
届
出
印
）
し
、
年
金
事

務
所
に
申
し
込
み
さ
れ
る
か
、

ご
郵
送
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

金
融
機
関
窓
口
に
ご
提
出
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◎
前
納
の
お
申
し
込
み
は
、
①

１
年
度
分
及
び
上
期
６
か
月

分
（
４
月
分
〜
９
月
分
）
は
、

２
月
末
ま
で
に
、
ま
た
、
②

下
期
６
か
月
分
（
10
月
分
〜

翌
年
３
月
分
）
は
、
８
月
末

ま
で
に
、
川
内
年
金
事
務
所

に
必
着
と
な
る
よ
う
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
（
引
き
続

き
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
方
）
は
、
毎
年
申
し
込

み
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
日

　
　

４
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

８
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

15
日

　
　

16
日

  　

17
日  

    

18
日

　
　

19
日

　
　

20
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

    

31
日

（
火
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

第
60
回
新
春
泳
ぎ
初
め

仕
事
始
め
式
（
本
庁
・
鶴
田
支
所
・
薩
摩
支
所
）　

▽
町
成
人
式
（
３
２
２
人
）　

職
員
・
各
任
命
権
者
・
議
員
新
年
交
流
会

消
防
出
初
式
〜
祝
賀
会
（
中
央
・
川
原
・
船
木
各
分
団
）

子
牛
初
せ
り　

▽
県
観
光
連
盟
新
年
互
礼
会　

▽
県
庁
等
年
頭
の
挨
拶
ま
わ
り
（
鹿
児
島
市
）

県
振
興
局
ほ
か
年
頭
の
挨
拶
ま
わ
り
（
薩
摩
川
内
市
）

町
内
企
業
訪
問
（
17
社
）

町
内
企
業
訪
問
（
12
社
）　

▽
「
復
興
之
碑
」
建
立
位
置
現
地
調
査

建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会　
　

来
客
対
応
（
ア
サ
ヒ
飲
料
・
鹿
児
島
森
林
管
理
署
長
・
北
薩
森
林
組
合
長
・
厚
生
連
）

隊
友
会
さ
つ
ま
町
支
部
新
年
交
流
会

３
役
調
整
会
議

北
薩
森
林
管
理
署
長
来
庁
面
談　

▽
要
望
受
け
（
建
設
業
協
会
宮
之
城
支
部
）

さ
つ
ま
町
観
光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
会
（
北
九
州
市
小
倉
区
井
筒
屋
）

九
州
地
方
整
備
局
長
へ
の
空
港
幹
線
道
路
・
国
道
３
２
８
号
・
河
川
改
修
要
望
会
（
福
岡
市
）

１
０
５
歳
訪
問
（
久
保
フ
ヂ
エ
氏
）　

▽
さ
つ
ま
町
商
工
会
初
春
の
つ
ど
い

国
政
報
告
会
（
出
水
市
）　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
さ
つ
ま
20
周
年
記
念
式
典　

▽
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会   

庁
議
及
び
課
長
会　

▽
県
道
鶴
田
大
口
線
改
良
整
備
県
へ
の
要
望
会
（
鹿
児
島
市
）

当
初
予
算
町
長
査
定　

▽
学
校
給
食
地
産
地
消
試
食
会
（
山
崎
小
学
校
）

議
会
学
校
規
模
適
正
化
対
策
調
査
特
別
委
員
会

当
初
予
算
町
長
査
定　

▽
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
合
会
（
鹿
児
島
市
）

当
初
予
算
町
長
査
定　

▽
来
客
面
談
（
南
国
交
通
㈱
・
九
州
電
力
㈱
）

商
工
会
新
規
参
入
者
補
助
金
授
与
式　

▽
県
市
町
村
課
研
修
生
研
修
受
入
講
話　

町
女
性
大
会
・
講
演
会

九
州
森
林
整
備
局
へ
の
要
望
会
及
び
意
見
交
換
会
（
福
岡
市
）

職
員
団
体
と
の
交
渉

観
光
看
板
改
修
現
地
確
認
調
査
（
町
内
全
域
）　

▽
百
歳
訪
問
（
西
別
府
菊
枝
氏
）

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
首
長
サ
ミ
ッ
ト
（
東
京
都
）

　

磨
崖
仏
と
は
、
自
然
の
崖
面
に

神
仏
の
姿
や
梵
字
な
ど
を
彫
り
込

ん
だ
も
の
で
、
県
内
で
は
、
南
九

州
市
川
辺
の
清
水
磨
崖
仏
な
ど
が

有
名
で
す
。
県
内
の
中
世
の
磨
崖

仏
の
多
く
は
、
一
文
字
で
仏
や
明

王
、
天
部
な
ど
を
あ
ら
わ
す
種
子

梵
字
が
主
流
で
す
。
そ
の
他
に
、

仏
教
の
経
典
の
文
言
に
あ
る
真
言

が
彫
り
込
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、

修
験
道
な
ど
の
山
岳
仏
教
と
の
関

連
を
指
摘
さ
れ
る
も
の
が
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
丁
場
の
磨
崖
仏
は
、
永
野
地

区
の
国
道
５
０
４
号
線
沿
い
に
あ

り
、
地
元
で
は
「
お
不
動
様
」
と

呼
ば
れ
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

年
号
や
由
緒
を
書
い
た
も
の
が
無

く
、
詳
細
は
不
明
で
し
た
が
、
昭

和
36
年
と
同
41
年
に
、
当
時
の
梵

字
資
料
研
究
所
長
で
、
大
谷
大
学

教
授
の
斎
藤
彦
松
氏
に
よ
っ
て
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
梵
字
の
彫
り
方
な
ど

の
制
作
技
法
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の

も
の
と
室
町
時
代
の
二
つ
の
時
期

に
彫
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
彫
ら
れ
た
磨
崖
仏

に
つ
い
て
は
、
興
国
二
年
（
１
３

４
１
年
）
に
高
城
重
棟
の
子
重
春
・

東
郷
三
郎
が
長
野
城
に
押
し
寄
せ
、

放
火
狼
藉
を
働
い
た
際
の
被
害
者

を
供
養
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
鎌
倉
時

代
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
誰
が
彫

っ
た
の
か
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
昭
和
44
年
に
町
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
地
域
の
方
々

に
よ
っ
て
、
大
切
に
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

・１月７日　　3,500円
　観光関係者新年互礼会時負担金

・１月10日　　14,400円
　来客用地元産品ＰＲ用
　
・１月12日　　 3,334円
　隊友会さつま町支部新年交流会時

・１月16日　　24,900円
　さつま町観光・物産ＰＲ会
　時地元産品（北九州市）

・１月16日　　 3,000円
　県議会議員「水土里の会」
　視察時（検討会及び町内研修）

・１月17日　　19,860円
　九州地方整備局要望活動時

・１月18日　　 4,800円
　町内企業消防出初式時

・１月20日　　 4,100円
　農事組合法人「夢希耕あながわ」
　設立総会時
　　
・１月23日　　10,000円
　第11回全国藩校サミット
　鹿児島大会協賛金

ま
が
い
ぶ
つ

ぼ
ん
じ

し
ゅ
じ

た
き
し
げ
む
ね

し
ゅ
げ
ん
ど
う

お
う

み
ょ
う

こ
う
こ
く

て
ん
ぶ

し
げ
は
る

ほ
う
か
ろ
う
ぜ
き

し
ん
ご
ん

ぼ
ん
じ

し
み
ず
ま
が
い
ぶ
つ
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が

ん

ば

れ

！

ス
ポ
ー

ッ

少
年

団

ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２４年３月２日生

ちゃん堂囿伶桜
　　里桜

両親から一言

父　竜　也 さん

母　あゆみ さん

兄妹仲良く
元気に育ってね！

どうぞの れ お

り お

北方町公民会

基本を大切に稽古に励みます

練習後の黙想で、１日を振り返ります

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
17
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
36
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

22広報さつま23 広報さつま

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

山
崎
郷
は
、
島
津
藩
制
時
代

は
藩
の
直
轄
地
で
郷
内
の
行
政

は
地
頭
仮
屋
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

山
崎
郷
の
御
仮
屋
は
、
元
は

町
中
の
宿
場
屋
敷
に
あ
り
ま
し

た
が
、
文
化
11
年
１
月
（
１
８

１
４
年
）
に
、
麓
中
の
浄
福
寺

跡
の
南
麓
に
移
り
、
ま
た
、
東

郷
か
ら
、
二
渡
・
白
男
川
・
泊

野
が
山
崎
郷
に
編
入
さ
れ
た
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
御
仮
屋
は
、
幕
藩
体
制

の
崩
壊
の
後
、
明
治
（
１
８
６

７
年
）
に
山
崎
戸
長
役
場
、
山

崎
村
役
場
、
山
崎
町
役
場
と
な

り
、
昭
和
30
年
に
宮
之
城
町
と

合
併
し
ま
し
た
。

　

今
は
、
南
側
の
道
路
面
に
接

す
る
部
分
に
石
垣
、
南
側
の
入

口
に
門
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、

門
柱
は
、
当
時
（
幕
末
）
の
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
御
仮
屋
跡
か
ら
は
、
山

崎
郷
御
仮
屋
文
書
が
発
見
さ
れ
、

山
崎
郷
の
人
口
及
び
土
地
関
係

史
料
が
中
心
で
、
江
戸
時
代
の

鹿
児
島
の
歴
史
を
知
る
た
め
に

は
不
可
欠
の
史
料
群
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
樹
齢
４
１
０

年
の
荘
厳
な
銀
杏
の
樹
も
そ
び

え
立
っ
て
い
ま
す
。

　

銀
杏
は
、
落
葉
し
て
も
、
と

て
も
み
ず
み
ず
し
く
、
火
災
の

延
焼
を
防
ぐ
か
ら
と
昔
か
ら
社

や
、
家
の
周
囲
に
好
ん
で
植
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

秋
に
な
れ
ば
葉
の
一
枚
一
枚

が
ま
る
で
命
が
宿
っ
て
い
る
よ

う
に
勢
い
よ
く
降
り
注
ぎ
、
児

童
期
に
よ
く
遊
ん
だ
懐
か
し
い

思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
、
山
崎
小
学
校

の
近
く
に
あ
り
、
当
時
は
、
何

の
門
か
も
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
こ

の
貴
重
な
御
仮
屋
跡
を
後
世
に

残
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
大
切
な
命
を
つ
な
ぐ

リ
レ
ー
で
あ
る
と
・
・
・
。

　

平
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
現
在
、

１
年
生
１
人
、
３
年
生
２
人
、
５
年
生
１
人
、

６
年
生
１
人
の
計
５
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

昭
和
49
年
４
月
１
日
に
設
立
し
、
現
在
38
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
立
当
時
は
、
平
川
小
学
校
の
先
生
方
が

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
昭
和
56
年

か
ら
間
手
野
徹
三
先
生
を
は
じ
め
、
町
内
在

住
の
先
生
方
に
指
導
を
仰
い
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
専
任
の
指
導
者
が
不
在
の
た
め
、

保
護
者
が
「
礼
に
始
ま
っ
て
礼
に
終
わ
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

代
表
で
指
導
を
さ
れ
て
い
る
今
村
譲
さ
ん

（
44
）
は
、
ご
自
身
も
小
学
生
か
ら
剣
道
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
村
さ
ん
は
、
「
基
本
稽
古
を
徹
底
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
勝
ち
負
け
に
こ
だ

わ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
剣
道
は
格
闘

技
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
た
め
、
団
員
が

少
な
い
こ
と
で
競
争
心
や
闘
争
心
が
欠
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
大
き
な
声
で
稽
古
を
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
「
子
ど
も
達
に
少
し
で
も
剣
道
の

良
さ
、
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
私
達

保
護
者
が
剣
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
稽

古
に
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
達
を
敬
い
、
剣

道
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

す
る
こ
と
が
責
務
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
で
、
平
川
小
学
校
６
年
の
有

川
千
優
さ
ん
は
、
「
楽
し
い
こ
と
は
、
試
合

で
他
の
学
校
の
人
と
友
達
に
な
れ
る
こ
と
で

す
。
剣
道
は
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
つ
ら
い
練
習
の
後
は
、
清
々
し

い
気
持
ち
に
な

れ
ま
す
。
剣
道

の
良
さ
を
多
く

の
人
に
伝
え
て

部
員
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」

清
々
し
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す

平川剣道スポーツ少年団

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

農
政
課　

農
政
係 

川
畑　

友
樹

農
業
に
関
す
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

山崎郷御仮屋跡

宮
野　

航　
　
　

 

健
児　

東
町

登
尾　

絆
奈　
　

 

秀
樹　

西
町

一
ツ
木
綾
心　
　

 

史
之　

諏
訪
下

川
畑　

慶
次　
　

 

辰
徳　

上
向

中
村　

維
吹　
　

 

文
哉　

城
之
口

淵
上　

碧
斗　
　

 

龍
二　

上
仲
町

栗
野　

湊
人　
　

 

靖
郎　

栗
野

下
副
田
明
凛　
　

 

元
気　

西
町

柏
木　

琴
莉　
　

 

真
也　

船
木
西

日
高　

羽
琉　
　

 

龍
一　

下
平
川

井
ノ
口
直
弥　
　

 

友
広　

紫
尾
中

内
村　

琉
那　
　

 

裕
希　

船
木
下

谷
山　

頼
希　
　

 

裕
佑　

諏
訪
下

下
大
迫
百
夏　
　

 

浩
一　

町
頭

橋
之
口
李
那　
　

 

圭
一　

上
寺
下

河
野　

愛
里　
　

 

秀
樹　

諏
訪
下

宮
脇　

久
実　
　

 

純
久　

尾
原

男 男男 女男男 男

ひ

と

つ

き

か

わ

ば

た

り

こ

な

か

む

ら

ふ
ち
の
う
え

い

ぶ

き

あ

お

と

け

い

じ

く

り

の

る

な

な

お

や

は

る

こ

と

り

あ

か

り

も

も

か

女

の

ぼ

り

お

き

い

な

み

な

と

こ

う

の

あ

い

り

女男女女女男 女 男 女

み

や

の

し

も

お

お

さ

こ

り

い

な

は

し

の

く

ち

き

ゅ
う

ま

み

や

わ

き

こ

う

う

ち

む

ら

ら

い

き

た

に

や

ま

い

の

く

ち

ひ

だ

か

か

し

わ

ぎ

し

も

そ

え

だ

北
園　

健
作　

80　

下
手

田
島　

浅
吉　

89　

豆
漬

土
器
多
津
子　

90　

下
手

大
黒
喜
代
子　

79　

下
中
福
良

岸
良　

藤
吉　

87　

下
平
川

山　
　

朝
子　

92　

山
崎
中

南
園
ス
エ
キ
ク
99　

マ
モ
リ
エ

村
田　

利
秋　

93　

ほ
た
る

甫
立　

カ
ネ　

93　

甫
立

栗
野　

チ
リ　

82　

新
田

八
日
囿
公
明　

72　

時
吉
新
町

丹
野
八
重
子　

73　

鶴
田
南

下
内　

ミ
カ　

93　

南
川

段　

照
光　
　

81　

尾
原

森
山　

則
夫　

74　

弓
之
尾

舟
倉
カ
ス
ガ　

88　

紫
尾
上

大
野
サ
チ
子　

78　

大
野

外
囿　

ヱ
ミ　

74　

上
狩
宿

平
野　

國　
　

86　

五
日
町

山
﨑　

正
勝　

69　

愛
宕

山
下　

ミ
チ　

88　

マ
モ
リ
エ

大
囿
ト
ミ
ヱ　

95　

船
木
東

土
屋　

義
行　

65　

湯
田
下

米
増　

正
男　

74　

尾
原

戸
川　

八
郎　

84　

マ
モ
リ
エ

外
越　

サ
キ　

94　

船
木
下

一
丁
田
ナ
ミ
エ
80　

武
白
猿

鮫
島　

ミ
ナ　

92　

大
長

下
松
八
重
操　

85　

武
白
猿

祁
答
院
ヨ
シ
エ
94　

鶴
宮
園

勝
目
し
づ
み　

61　

湯
田
下

川
津　

登　
　

92　

あ
な
が
わ

冨
吉　

英
男　

78　

大
長

内
村　

二
郎　

92　

浅
井
野

上
之
園
松
雄　

87　

中
央

内
村　

司　
　

75　

浅
井
野

（右）

ちゃん
（左）

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず

　
永
く
剣
道
を
続
け
て
ほ
し
い

黄
金
色
に
輝
く
銀
杏

ち

ひ

ろ

て
つ
み
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宮脇　優璃
み や わ き ゆ う り

さん
柏原小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,331人（- 28人） 

　男　　10,777人（-  9人）

　女　　12,554人（- 19人）

    世帯数　9,911世帯

 転入    36人　転出   36人

 出生　  10人　死亡   38人

 （平成25年２月１日現在）

     （　）は前月対比

私の作ったケーキで元気に！
　私の夢は、パティシエになることです。パティシエになろうと

思ったきっかけは、ケーキ屋さんに行った時に女性のパティシエ

が、真剣なまなざしで一生懸命ケーキを一つ一つ丁寧に作ってい

る姿を見た時からです。そのケーキは、とってもかわいいケーキ

で、食べたらとっても幸せな気分になれました。

　私も自分の作ったケーキをたくさんの人に食べてもらい、食べ

たら笑顔がこぼれ元気になるようなパティシエになりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

3　月

4　月

3　月

4　月

10日

17日

20日

24日

31日

　

7日

14日

薩摩郡医師会病院

木原医院

さくらクリニック

相良医院

クオラリハビリテーション病院

てらだ内科クリニック

薩摩郡医師会病院

☎５３－０３２６

☎５２－２７００

☎５３－１４５１

☎５３－０１６０

☎５３－１７０４

☎２１－３２３２

☎５３－０３２６

10日

17日

20日

24日

31日

　

7日

14日

青空薬局

みやんじょ薬局

きりん薬局　

うさぎ薬局

ヘルシー薬局

さし薬局

青空薬局

☎５２－０１０１

☎５２－４６５０

☎５２－２０３３

☎５２－４１１６

☎２１－３７３９

☎２１－３６１０

☎５２－０１０１
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